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 免震層の歪みレベルに応じた固有値を計算したい 

免震建物の設計においては、「いかに固有周期を長周期化するか」という点

がひとつの重要な点になります。一方で免震層においては減衰性能も確保する

必要があります。このため、鉛ダンパー（または鉛プラグ挿入型積層ゴム）や

鋼材ダンパーを配置して履歴減衰でエネルギー吸収するということを行いま

す。履歴減衰を生じさせるという場合には、免震層の歪に応じて剛性が変化す

るということになりますので固有周期が歪に応じて変化することになります。

したがって、免震建物では、「どの程度の歪においてどの程度の固有周期（等

価周期）になるか」といったことが応答性状を把握するうえで重要となります。 

 

 

 

 

 

 

RESP-Dでは、ユーザーが設定した免震層変位量に応じた固有周期を計算す

る機能が用意されています。 

  

微小変形時 L1変形時 L2変形時 微小変形時 L1変形時 L2変形時

鉛プラグ入り積層ゴム 高減衰積層ゴム
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【ステップ】 

1. 免震層をモデル化します。 

2. 計算条件→免震層設計条件で「偏心率・固有周期計算用免震層想定変形」

を設定します。 

3. 固有値解析（質点系もしくは立体）まで計算実行します。 

4. 質点系振動解析結果グラフ-「免震構造の刺激関数図」または立体振動解

析結果グラフで「免震構造の固有モード図」を選択して固有モードを確

認します。 

5. 「計算・出力」→「免震設計計算書」の「3.固有値解析結果」で固有周

期一覧を確認します。 
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1. 免震層をモデル化します。 

耐震建物に免震層を追加する場合は、「階の追加」から操作を行います。

その際、「免震層として追加」にチェックを入れておくことが必要です。こ

のチェックを入れた場合、「階の名称変更・免震層指定」において免震階と

してチェックがされた状態で階の追加が行えます。なお、階の追加をする際

に「免震層として追加」をしなかった場合には、別途「階の名称変更・免震

層指定」で指定する必要があることにご注意ください。免震層のチェックを

入れなくても解析モデルとしては免震部材の特性は考慮されますが、設計機

能においては免震層としてみなされません。 
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2. 計算条件→免震層設計条件で「偏心率・固有周期計算用免震層想定変形」

を設定します。 

 

固有周期を計算したい免震層変形を指定します。たとえば既定値のよう

に微小変形時、レベル１応答時、レベル２応答時として決める場合や、10%

歪み時、50%歪み時、100%歪み時、200%歪み時など歪みレベルに応じて決め

る場合があります。 
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3. 「振動解析結果を用いた検討」で質点系もしくは立体振動解析を選択し、

固有値解析（質点系もしくは立体）まで計算実行します。 

免震層の設計で採用する振動解析の種類を質点系もしくは立体振動解析

のいずれかから選択します。その後、計算実行で対応する固有値解析を実行

します。免震層設計条件で選択していない方の振動解析も実行できますが、

免震設計計算書では選択により固有値解析結果出力の形式が変化します。な

お、質点系振動解析において免震層を考慮する場合、「質点系振動解析条件-

共通条件 2-免震層の考慮」において「免震層を考慮してモデル化する」に

チェックを入れておく必要があります。 

 

質点系 

  

立体 
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4. 質点系振動解析結果グラフ-「免震構造の刺激関数図」または立体振動解

析結果グラフで「免震構造の固有モード図」を選択して固有モードを確

認します。 

 

 

刺激関数図（質点系固有値解析） 

  

RESP-F3T

データタイトル : 基礎免震 X方向
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固有モード図（立体固有値解析） 

 

RESP-F3T

固有モード図(FALL)

データタイトル : 基礎免震
解析ケース番号 : 1()
モード次数 　　: 1

固有周期(sec):    2.6730
Ｘ方向:  1.0103E+00( 99.991%)
Ｙ方向:  1.9483E-03(  0.000%)
Ｚ方向: -2.5594E-17(  0.000%)
Ｚ回転: -1.0850E-12(  0.000%)

刺激係数  (有効質量)

X
Y

Z
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5. 「計算・出力」→「免震設計計算書」の「3.固有値解析結果」で固有周

期一覧を確認します。 

 

固有値解析結果は質点系と立体でそれぞれ異なる形式で出力されます。

質点系では X,Y方向成分ごとの周期と刺激係数が出力されるのに対し、立体

では各次数における X,Y,Z,ねじれ方向の刺激係数、有効質量比も出力され

ます。 
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固有値解析結果（質点系固有値解析） 
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固有値解析結果（立体固有値解析） 


